
レポート作成ツールfor NX, Femap

概要

CAEモデル情報、解析結果から自動的Microsoft Officeのレポートを出力する

 モデル構成、画像、３Dモデル（部品単位確認可）

 材料特性リスト、拘束条件、荷重条件、コンタクトリスト

 解析結果の抽出、再加工

 解析結果画像、３Dモデル、アニメション

 グラフの自動生成

特徴：

 ユーザー指定のテンプレート形式に出力可能

 ３DモデルはExcel、Word, PowerPoint上操作可能



■視点、表示モードの記憶

ユーザー設定したビューの方向、ズーム、表示結果の種類な

ど記憶し、１-Clickで再現できる。

以前作成したイメージと完全一致する画像の再取得可能。

■画像の自動出力
複数モードまたは時刻歴上複数画像を自動的に連続出力

ユーザー指定結果の出力

自動的にExcel, Word, PowerPointに画像を貼り付け

■解析結果の再加工

抽出した結果を係数掛けて再計算や指定数式で再加工可能。

再加工した結果をFemap書き戻し。

FFT計算は内蔵

■グラフの自動作成
抽出した解析結果から自動的にグラフを作成する。

グラフの形式指定は可能（散布図、ピボットグラフ等）

グラフの重ね合わせ等もできる。

レポート機能

FFT計算例



サンプル

 プレゼンテーションモードで３D操作可能

このスライドをプレゼンテーション再生してください。
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操作 動作

左ボタンを押したまま移動 移動

右ボタンを押したまま移動 回転

中ボタンを押しまま移動 ズーム



3DViewerツールバー
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ボタン 動作
表示中のモデルを変更する

アニメションコントロール（アニメションありの場合のみ有効）

ビューをリセット
選択エリアを拡大表示
モデルをビューサイズを合せて表示
モデル情報の表示・非表示の切り替え

外部アプリケーション（Ceetron 3D Viewer等）でモデルを開く

モデル内部ケースの切り替え（複数ケースありの場合有効）
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